
田園田園田
テーマ／わたしのメルヘン

米倉斉加年（よねくら・まさかね）

1934年福岡に生まれる。俳優、演出家（劇団「民

毒」所属）、画家としても、特異な画風を展開。76

年、’77年とイタリヤ・ボローニヤ国際児童図書展

グラフィック賞グランプリを連続受賞。，77年の受

賞作、絵本「多毛留」は「画家・米倉斉加年」の
存在を、広く印象づけた。－81年には郵政省記念切

手「郁子の実」を描く。米倉の自称「憂気世鎗」は、
近年、ますます幅広い人気を獲得している。

1006年　第1回紀伊国屋演劇賞受賞

1966年　第11回「新劇」演技賞受賞

1976年　ボローニア国際児童図書展

グラフィック質グランプリ

（子供の本の部）受賞
1977年　ボローニア国際児童図書展

グラフィック費グランプリ

（青少年の本の郵〉受賞
1987年「おとなになれなかった弟たちに・・」

（僧成社出版）

中学一年生用教科書に採用（－1約2年）

1躯9年　第23回紀伊国屋演劇録受賞
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長編記 ○鱗説 として有名である。し ��蔀韻． あまIl知られて 場の数は44。侶 

l　　　　す　　　　　　　さ‘　と‾　か、 
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音 � ��彫）にする。 
ター　が人とかかわり一緒‘こ生きている世界を7舶こ耕己録し鵬である。 

と　き／12月7日（土）

開　場／12時30分

菓人権講演会／剛13：00－14

菓映画上映／剛14：45－16

ところ／遠賀コミュニティーセン

∴、：二・㌧：∴”こ●
皿519
平成3年

月25日号



圏圏醒圏圃

中間“遠賀老人ホーム協議会で
は、あの有名なトランペッター‘‘二

二“ロッソ氏’’を招いての音楽祭

を開催します。園生と皆さんとで

楽しいゲノスマス会にしませんか。

●と　き＝12月18日（水）の

13時開演
●ところ＝芦屋町町民会館
●定　員＝先順500人
●問い合わせ＝遠賀圃大村

℡（293）5522へ
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＼

諺
配
。
岡
垣

少
年
少
女
駅
伝
大
会
の

出
場
者
を
募
集
中
l

●
と
　
き
）
1
2
月
1
5
日
（
日
）
の
9
時

0
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
）
総
合
運
動
公
園
内
外
周
躇

●
参
加
資
格
）
体
育
協
会
に
登
録
さ
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ま
た
は
子
供
連
合

会
に
登
録
さ
れ
た
子
供
会
の
小
学
4
年

生
以
上
の
男
・
女
別
6
人
組

●
そ
の
他
）
駅
伝
に
出
場
で
き
な
い
人

の
た
め
に
個
人
の
部
（
1
鳥
マ
ラ
ソ
ン
）

を
行
い
ま
す

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
1
2
月
5
日

（
木
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

内
体
育
協
会
事
務
局
℡
（
2
9
3
）
5

4
3
4
へ

圃
9
1
み
ん
な
の
音
楽
祭

〝
一
ヂ
一
・
㌦
ヅ
「
ソ
〟
と

－
弗
レ
い
ク
リ
久
々
メ

圃
『
長
毒
社
会
を
考
え
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
開
催

講
師
　
岩
国
　
哲
人
（
出
雲
市
長
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
2
1
世
紀
長
寿
社
会
を
築
く
」

園
1
2
月
1
日
（
日
）
午
前
9
時
約
分
～

・朝市
・
映
画
上
映
「
ふ
る
さ
と
」

・
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
（
福
岡
サ
ロ
ン
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
）

・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
歌
手
・
橋
幸
夫
）

●
問
い
合
わ
せ
）
県
企
画
娠
興
部
高
齢

化
対
策
室
℡
0
9
2
（
6
5
1
）
4
1

0

1

へ

●
申
込
み
）
1
2
月
1
2
・
1
3
日
に
電
話
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
）
福
岡
県
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
　
℡
0
9
4
8

（
2
3
）
4
1
5
6
へ

人
生
0
0
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
む
け
て
、
県
民
一

人
ひ
と
り
が
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
個
人
、

家
庭
、
地
域
社
会
、
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
担
う
。
豊
か
で
明
る
い
長
寿

社
会
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

●
と
　
き
）
日
月
5
0
臼
（
土
）
か
ら
1
2

月
1
日
（
日
）
ま
で
の
2
日
間

●
と
こ
ろ
）
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

●
内
　
容

圃
1
月
的
目
（
土
）
午
前
日
時
～

・
講
演
「
長
寿
福
祉
社
会
へ
の
挑
戦
」

動
く
女
性
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
技
術
部
宮
全

県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支

所
で
は
「
中
間
市
働
く
婦
人
の
家
」
と
共

催
で
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

●
と
　
き
）
平
成
4
年
1
月
郷
日
か
ら

3
月
4
日
ま
で
の
延
べ
2
1
日
間
（
毎
週

火
・
水
・
木
・
金
）

●
と
こ
ろ
）
中
間
市
働
く
婦
人
の
家

●
対
　
象
）
就
業
を
希
望
す
る
女
性
で

講
習
の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
人

●
受
顔
料
）
無
料
（
教
材
費
別
途
）

国
立
庸
津
海
農
学
校

平
鹿
4
年
度
生
徒
募
集

唐
津
海
員
学
校
は
、
中
学
卒
業
者
を

対
象
と
し
て
3
年
間
の
高
等
教
育
を
行

い
、
我
が
国
の
海
事
産
業
発
展
の
た
め

に
優
秀
な
技
術
者
を
育
成
す
る
学
校
で

す。●
修
業
年
限
）
3
年

●
募
集
人
員
）
約
伽
人

●
願
書
受
付
）
平
成
4
年
1
月
9
日
か

ら
2
月
5
日
ま
で

●
試
験
日
）
平
成
4
年
2
月
9
日
（
日
）

間
旧
聞

「
乳
児
相
談

▼
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児
対
象

●
と
　
き
）
1
2
月
3
日
（
火
）

●
試
験
会
場
）
北
九
州
市
（
小
倉
）

●
申
込
a
・
問
い
合
わ
せ
）
唐
津
海
貝

学
校
教
務
課
℡
0
9
5
5
（
7
2
）

2
6
8
へ

●
時
　
間
）
9
時
0
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
）
中
央
公
民
館
　
和
室

●
持
参
晶
）
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
）
体
重
・
身
長
測
定

離
乳
食
指
導
及
び
試
食

●
料
　
金
）
無
料



か　●

ら　と

台風械害を劃ナた皆様へ

讃義挙ミニニ

珊者出さぬ逃がさめ
みんむの日田

あなたの早期通報が、犯罪
の予防検挙の鎧です

国利10番
折尾義寮書

℡（6飢）03飢
霊力追放ダイヤル

℡（6帥）調10

9月14日の17号、9月27日の19号

と九州を直擬した2つの大型台風は、

通卸町をはじめ、県下各地に深い傷

跡を残しました。幸いにして遭賀町

では死者や負傷者はありませんでし

たが、多くの世帯が停岱したり、樹

木が倒れたり、また、屋根部分を中

心にした住居の孤域や農作物がダメ

ージを受けるなどその被害は広範囲

に及びました。

県では、台風の被害を受けられた

皆様に対し各種の被災者救済制度を

設け、各市町村で皆様の相談に応じ

ています。資金面でお困りの方は担

当各課へご相殺ください。

「子供の成人病」いわゆる「小児成人病」

を知っていますか7この成人病の要因とし

てあげられる肥満児の発症が最近10年間で

2倍にもなっています。この現状をふまえ、
「小児成人病」とは何なのか7今なぜ問題

にされ何に気をつけなければならないのか
）など、これからの将来を担う子供達の健

康をいっしょに考えてみませんか。

●と　き12月5日休〉・受付13時－

（15時30分終了予定）

●ところ　遠賀保健所1階　会議室

（℡201－4161）

●対∴簾　乳幼児をもつ親

●内∴s r小児成人病、肥満予防につい

て」講演　社会保育短期大学

助教授　小松啓子
●その他　講演中、子どもさんは、保育室

でお預りします。

㊨
脚
毎
時

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
年
金
電
話
番
」

「
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
の
で
す

が
ど
ん
な
と
き
に
必
要
…
」
　
「
名
前
が

変
わ
っ
た
。
ど
ん
な
手
続
き
を
し
た
ら

…
」
。
「
年
金
砥
話
番
」
は
そ
ん
な
年

金
に
つ
い
て
の
百
五
十
二
の
質
問
に
っ

ン
ピ
ュ
ー
ク
が
答
え
て
く
れ
ろ
便
利
な

シ
ス
テ
ム
で
す
。

あ
な
た
が
開
き
た
い
内
容
を
役
場
国

保
年
金
係
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る

「
利
用
の
し
お
り
」
の
質
問
番
号
表
で

確
認
し
て
鐙
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
）
役
場
国
保
年
金
係
へ

霊
と
膏
薬
の
夕
べ
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
し
て
み
雷
電
ん
が
。

き
）
1
2
月
鎗
日
（
日
）
の
1
8
時

一

あ
ぢ
鱒
も

『簡』の
議
宣
言

●
と
こ
ろ
）
県
青
少
年
科
学
館
コ
ス
モ

シ
ア
タ
ー

●
内
　
容
）
第
1
部
生
演
奏
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
特
集
第
2
部
童
話
3
0
0
1

年
宇
宙
大
冒
険

●
定
　
員
）
猟
人
（
定
員
を
越
え
た
場

合
は
紺
選
）

●
参
加
料
）
無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
1
2
月
8
日

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
羊
で
〒
脚
久
留
米
市

東
櫛
原
町
1
7
1
3
「
福
岡
県
昔
少
年

科
学
館
星
と
音
楽
の
夕
べ
」
係
℡
0
9

4

2

（

3

7

）

5

5

6

6

へ

中
高
年
齢
労
鯛
喜

要
請
奨
励
金
銅
慮

定
年
退
職
後
の
再
就
職
な
ど
に
備
え

て
専
門
学
校
が
実
施
す
る
教
育
訓
練
を

受
話
す
る
申
高
年
齢
労
働
者
に
そ
の
経

費
の
一
都
を
密
接
助
成
す
る
制
度
で
す

●
年
齢
別
支
給
額
）
　
【
帖
歳
～
伯
歳
】

教
育
訓
練
施
設
に
支
払
っ
た
入
学
料
や

受
諾
料
の
合
計
額
の
4
分
の
1
（
5
万

円
ま
で
）
　
【
5
0
餓
～
6
4
歳
】
右
記
の
合

計
額
の
2
分
の
1
（
1
0
万
円
ま
で
）

●
向
い
合
わ
せ
）
八
橋
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
℡
（
6
4
1
）
4
9
0
6
へ

●
そ
の
他
）
4
カ
月
児
は
小
児
ガ
ン
の

検
査
セ
ッ
ト
を
配
付
し
ま
す
。

▼
生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児
対
象

●
と
　
き
）
1
2
月
1
0
日
（
火
）

●
時
　
間
）
9
時
5
0
分
～
0
0
時
釦
分

●
と
こ
ろ
）
中
央
公
民
館
　
和
室

●
持
参
晶
）
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
）
体
重
・
身
長
測
定

●
料
　
金
）
無
料

書
記
婦
中
i
謝
i

●
と
　
き
）
1
2
月
2
日
（
月
）

●
時
　
間
）
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

●
受
　
付
）
1
3
時
柳
分
～
1
3
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
）
役
場
保
健
室

●
内
　
容
。
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

。
産
前
・
産
後
の
知
識

。
妊
婦
体
操
と
お
産
の
補
助

動
作

●
持
参
晶
）
印
鑑
（
母
子
健
康
手
帳
受

領
者
の
み
）

●
料
　
金
）
無
料

臆
」
」
融
半
検
叫
－

●
と
　
き
）
1
2
月
1
2
日
（
木
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
1
0
分
I
∴
“
時

・
検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
）
中
央
公
民
館

●
対
　
象
）
1
歳
6
カ
月
～
1
歳
8
カ

月
児
（
平
成
2
年
4
月
～
6
月
生
）

●
持
参
晶
）
母
子
健
康
手
帳
、
検
診
票

●
内
　
容
）
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

●
料
　
金
）
無
料

m
“
劃
別
・
慰
ん
横
町

●
と
　
き
）
1
2
月
4
日
（
水
）
の
9
時

か
ら
受
付
、
1
0
時
か
ら
検
診

●
と
こ
ろ
）
中
央
公
民
館

●
定
　
置
）
子
宮
が
ん
脚
人
、
乳
が
ん

50人
●
料
　
金
）
1
つ
の
検
診
に
つ
き
抑
円

（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

●
申
込
み
）
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
ま

た
は
超
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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一日で分かる

鑑の橿醸
空き缶をアルミ缶とスチール缶

に分けてくださいといったら、す

くに区別がつきますか。

最近は技術の進歩で触っただけ

ではよく分からないものもててき

ました。そこで通商産業省が缶の

識別表示を義務づけし10月から施

行されています。缶の在庫を考え

ると表示された缶が市場に出回る

のは、来年の春先以降になるとい

われていますが、リサイクルや分

別回収をしている地域や団体には

吉報ですね。
役場学校教育課では、学校教育行事などで子供

達が使う‘‘もちつき用の自’’を募集しています。

皆さんの家康に‘‘納屋に積って不用になった白”

はありませんか？

寄贈していただける人は12月13日（金）までに学

校教育課へご連絡ください。12月ネ（27日）までに

町の方からお伺いします。

●連絡先二役場教育委員会学校教育課

℡（293）1234へ
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